
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

●この取扱説明書は、必要なときにすぐ取り出して読めるよう、 
できるだけ身近に大切に保管してください。 

●この取扱説明書をよく読んで理解した上で正しくご使用ください。 

仕様文書番号 XA-380T 
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－ 包装内容物の説明 － 

包装箱の中に、下記のものが入っています。使用前に必ず、すべてがそろっている

か確認してください。作業には万全を期していますが万一製品に破損や欠品がござい

ましたら、お手数ですがお買い上げ店または弊社までご連絡ください。送付させてい

ただきます。 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オプション（別売） 

名称 品番 備考 

レザーケース C-22 
（安全ピン付） 

Y59530000 
機器全体を覆い、汚れや傷を防止します。

（「レザーケース（別売オプション品）の

使い方」P8 参照） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名 称 数量 

ポケット型ガス検知器 XA-380 1 

乾電池ユニット BP-380AL（ガス検知器組付け済み） 

（「電池ユニットの交換」P21 参照） 
1 

電池カバー 

（「電池の交換（挿入）」P19 参照） 
1 

安全ピンアダプタ  C-24（取付ねじ２個付） 

（「安全ピンアダプタの取付け」P7 参照） 
1 

フィルタ付センサカバー（交換用） 

（「フィルタ付センサカバーの交換」P20 参照）） 
1 

アルカリ乾電池 単４形 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ＬＲ０３ 1 

登録カードおよび保証書 1 
検査成績書 1 

取扱説明書 1 
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はじめに 

1.はじめに（つづき） 
 

  シンボルマークの説明 

本文中に危険、警告、注意の用語が出てきます。これらの用語の定義は下記の通り

です。 
 

 回避しないと、死亡または重傷を招く切迫した危険な状況の発生が予

見される内容を示しています。 
 回避しないと、死亡または重傷を招く可能性がある危険な状況が生じ

ることが予見される内容を示しています。 
 回避しないと、軽傷を負うかまたは物的障害が発生する危険な状況が

生じることが予見される内容を示しています。 
 

取扱い上のアドバイスを意味します。 

 
 

  安全にご使用いただくために 

安全にご使用いただくために、下記の事項を必ずお守りください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ガス警報を発しましたら、直ちに爆発の事故を防ぐために必要なす

べての処置をしてください。

・電源を入れる時は、必ず清浄空気中で行ってください。自動的に

ＡＩＲ調整（ゼロ調整）を行ないますので、ガス雰囲気中で行

うと誤ったガス濃度が表示されます。 
・ガス検知口が衣服等で覆われないように、ふさがれないように装

着してください。覆われたり、ふさがれたりするとガス検知ができ

ません。 
・ブザー放音部を押えたり、ふさいだりしないでください。警報音

が小さくなります。 
・ガス検知口のフィルタエレメントは、清浄で乾いた状態でお使い

ください。フィルタエレメントが汚れていたり、水分が付着してい

ると、正常な検知ができません。 
・電池は、必ず指定電池を使用してください。指定電池以外では防

爆性能が保証できません。（「電池の交換（挿入）」P19 参照） 
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はじめに 

1.はじめに 
 
 
このたびは、ポケット型ガス検知器ＸＡ－３８０（以下「ガス検知器」または「本

器」という）をお買上げいただき、誠にありがとうございました。正しくお使いいた

だくために、この取扱説明書を必ずお読みになり、ガス事故防止、保守点検にお役立

てください。 
 
本器は可燃性ガス（メタンまたはイソブタンまたは水素）のガス検知を行い、ガス濃

度を表示します。また、あらかじめ設定された値（警報レベル）のガス濃度を検知す

ると警報を発し、ガス爆発等による事故の未然防止にお役立ていただくためのガス検

知器です。 
 
他のガス検知器を使用したことのあるないに関わらず、この取扱説明書をよく読んで

内容を理解してください。本器の使用目的以外には使用しないでください。また、取

扱説明書に書かれていない使用方法では使わないでください。 
 
 
 
 
 
  防爆関連事項について 

下記の防爆関連事項について、確認のうえご使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防爆構造：Ex ia ⅡCT3 （日本） 
定  格：「防爆仕様参照」P27 参照 
周囲温度：-20～+50℃ 
使用条件：・電池交換および電池ユニット交換は非危険場所で行うこと。 

・静電気の帯電による危険防止の総合的な対策として、携帯して使

用する人の衣服は帯電防止作業服、履き物は導電性履き物（帯電

防止作業靴）、床は導電性作業床（漏洩抵抗 10ＭΩ以下）である

ことが望ましい。 
・ＸＡ－３８０（合格番号 第 TC20931 号）と接続して使用するバ

ッテリーユニットは、ＢＰ‐３８０ＡＬ（乾電池ユニット、合格

番号 第 TC20887 号）であること。 
・電池は、パナソニック（株）ＬＲ０３ を使用すること。 
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MEMORY 

各部の名称とはたらき 

2.各部の名称とはたらき 

  ガス検知器本体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

No. 名 称 備 考 

① ＯＮ／ＯＦＦスイッチ 電源の ON／OFF、ピークホールド機能切替

や各設定時に使用 

② ＡＩＲ／Ｂｚ．ＶＯＬ．スイッチ 自動 AIR 調整（ゼロ調整）、ブザー音量の設

定や各設定等に使用 

③ ＭＥＭＯＲＹスイッチ 警報履歴の表示やガス検知周期の設定等の

各設定時に使用 
④ ガス検知口（フィルタエレメント） センサへのガス導入口 

⑤ フィルタ付センサカバー ガス検知口からのホコリや水の浸入防止 

⑥ 警報ランプ 警報時等に赤色点滅 

⑦ ブザー放音部 ブザー音を鳴動 

⑧ LCD 画面 ガス濃度や各種情報を表示 
（「LCD 表示」P6 参照） 

⑨ 電池カバー 電池の出し入れに使用 

⑩ 乾電池ユニット 乾電池を収納 
 
 

AIR 
Bz.VOL 

40
 

20 

（前面）

（上面）

⑩

④

⑨

86
①③

⑥

②

⑦ ⑧ ⑤ 

ON 
OFF 
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・長期間ご使用にならない場合は、電池を抜いて保管してください。

電池の液漏れにより機器が故障する場合があります。 
・本器は防爆構造です。分解、改造、構造および電気回路の変更等は

しないでください。防爆性能が保証できません。 
・高温、多湿の場所に長く放置しないでください。機器の性能を損な

う恐れがあります。 
・使用温度／湿度／圧力範囲外での使用および急激な温度／湿度変化

は避けてください。機器の性能を損なう恐れがあります。 
・大きな気圧変化は避けてください。センサの性能を損なったり破損

する恐れがあります。 
・落としたり、ぶつけたり等の強い機械的ショックおよび強い振動な

どは避けてください。機器の性能を損なう恐れがあります。 
・本器が結露した場合は、除去して完全に乾燥させた後に点検をして

からご使用ください。 
・検知対象ガス以外のガス、溶剤の蒸気等も検知する場合があります

ので測定環境を考慮してご使用ください。 
・シリコーン系のシール材等を使用している周辺もしくはシリコーン

系ガス雰囲気での使用は、機器の性能を損なう恐れがありますので

避けてください。 
・高濃度の二酸化硫黄、塩素等のガスを検知すると、センサの寿命が

短くなったり、誤差が大きくなる恐れがあります。 
・硫化水素の長時間の検知は感度低下並びにセンサの寿命を縮める場

合があります。 
・低温で使用する場合、電池特性により電池使用時間が常温時より短

くなります。 
・無線機から離して使用してください。使用中に無線機を近づけると

電波の影響で指示値のフラツキや警報を発する場合があります。 
・振動警報は装着箇所により気付きにくい場合がありますので注意し

てください。 
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MEMORY 

各部の名称とはたらき 

2.各部の名称とはたらき 

  ガス検知器本体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

No. 名 称 備 考 

① ＯＮ／ＯＦＦスイッチ 電源の ON／OFF、ピークホールド機能切替

や各設定時に使用 

② ＡＩＲ／Ｂｚ．ＶＯＬ．スイッチ 自動 AIR 調整（ゼロ調整）、ブザー音量の設

定や各設定等に使用 

③ ＭＥＭＯＲＹスイッチ 警報履歴の表示やガス検知周期の設定等の

各設定時に使用 
④ ガス検知口（フィルタエレメント） センサへのガス導入口 

⑤ フィルタ付センサカバー ガス検知口からのホコリや水の浸入防止 

⑥ 警報ランプ 警報時等に赤色点滅 

⑦ ブザー放音部 ブザー音を鳴動 

⑧ LCD 画面 ガス濃度や各種情報を表示 
（「LCD 表示」P6 参照） 

⑨ 電池カバー 電池の出し入れに使用 

⑩ 乾電池ユニット 乾電池を収納 
 
 

AIR 
Bz.VOL 

40
 

20 

（前面）

（上面）

⑩

④

⑨

86
①③

⑥

②

⑦ ⑧ ⑤ 

ON 
OFF 
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はじめに 

1.はじめに（つづき） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・長期間ご使用にならない場合は、電池を抜いて保管してください。

電池の液漏れにより機器が故障する場合があります。 
・本器は防爆構造です。分解、改造、構造および電気回路の変更等は

しないでください。防爆性能が保証できません。 
・高温、多湿の場所に長く放置しないでください。機器の性能を損な

う恐れがあります。 
・使用温度／湿度／圧力範囲外での使用および急激な温度／湿度変化

は避けてください。機器の性能を損なう恐れがあります。 
・大きな気圧変化は避けてください。センサの性能を損なったり破損

する恐れがあります。 
・落としたり、ぶつけたり等の強い機械的ショックおよび強い振動な

どは避けてください。機器の性能を損なう恐れがあります。 
・本器が結露した場合は、除去して完全に乾燥させた後に点検をして

からご使用ください。 
・検知対象ガス以外のガス、溶剤の蒸気等も検知する場合があります

ので測定環境を考慮してご使用ください。 
・シリコーン系のシール材等を使用している周辺もしくはシリコーン

系ガス雰囲気での使用は、機器の性能を損なう恐れがありますので

避けてください。 
・高濃度の二酸化硫黄、塩素等のガスを検知すると、センサの寿命が

短くなったり、誤差が大きくなる恐れがあります。 
・硫化水素の長時間の検知は感度低下並びにセンサの寿命を縮める場

合があります。 
・低温で使用する場合、電池特性により電池使用時間が常温時より短

くなります。 
・無線機から離して使用してください。使用中に無線機を近づけると

電波の影響で指示値のフラツキや警報を発する場合があります。 
・振動警報は装着箇所により気付きにくい場合がありますので注意し

てください。 
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使用方法 

3.使用方法 

  初めてご使用になる場合 

１．電池の挿入 

付属の電池（アルカリ乾電池 単４形 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ＬＲ０３）を挿入します。 
（「電池の交換（挿入）」P19～20 参照） 
なお、出荷時は電池カバーは機器に取付けず包装箱に同梱しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．安全ピンアダプタの取付け 

 

 

 

 

 

 
 

① 安全ピンアダプタを付属の取付ねじ（M3×5、トラス）２本でガス検知器の背

面に取付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 安全ピンにて衣服の胸や腕部に装着します。 
 

・電池の挿入や交換は防爆における非危険場所でおこなってくださ

い。 
・電池は必ず指定電池【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株） ＬＲ０３】を使用してくだ

さい。指定電池以外を使用すると防爆性能が保証できません。（電

池ユニットのシール定格欄に適用電池の型番を記載しています） 

取付ねじ 

安全ピンアダプタ

ガス検知口が衣服等で覆われないように、ふさがれないよ

うに装着してください。覆われたり、ふさがれたりすると

ガス検知ができません。

安全ピンで指等を刺さないようにご注意ください。 

安全ピンを取付けた後、衣服等にピン穴が残りますので、あらかじめご了

承ください。
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各部の名称とはたらき 

2.各部の名称とはたらき（つづき） 
 

  ＬＣＤ表示 

 

No. 内容 関連 
ﾍﾟｰｼﾞ 

① ガス濃度値や各種情報を表示 － 
② 電池残量表示 P19 
③ １段目警報表示 
④ ２段目警報表示 

P12 

⑤ ピークホールド表示 P15 
⑥ ブザー音量表示 P11 
⑦ ロングライフモード表示 P11 
⑧ 警報履歴の時間等を表示 P12 
⑨ ガスセンサの作動表示 － 

 
 
 
 
 

① 

⑥ ⑦ ⑧

③ ④ ⑤② 

⑨
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使用方法 

3.使用方法 

  初めてご使用になる場合 

１．電池の挿入 

付属の電池（アルカリ乾電池 単４形 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ＬＲ０３）を挿入します。 
（「電池の交換（挿入）」P19～20 参照） 
なお、出荷時は電池カバーは機器に取付けず包装箱に同梱しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．安全ピンアダプタの取付け 

 

 

 

 

 

 
 

① 安全ピンアダプタを付属の取付ねじ（M3×5、トラス）２本でガス検知器の背

面に取付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 安全ピンにて衣服の胸や腕部に装着します。 
 

・電池の挿入や交換は防爆における非危険場所でおこなってくださ

い。 
・電池は必ず指定電池【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株） ＬＲ０３】を使用してくだ

さい。指定電池以外を使用すると防爆性能が保証できません。（電

池ユニットのシール定格欄に適用電池の型番を記載しています） 

取付ねじ 

安全ピンアダプタ

ガス検知口が衣服等で覆われないように、ふさがれないよ

うに装着してください。覆われたり、ふさがれたりすると

ガス検知ができません。

安全ピンで指等を刺さないようにご注意ください。 

安全ピンを取付けた後、衣服等にピン穴が残りますので、あらかじめご了

承ください。
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各部の名称とはたらき 

2.各部の名称とはたらき（つづき） 
 

  ＬＣＤ表示 

 

No. 内容 関連 
ﾍﾟｰｼﾞ 

① ガス濃度値や各種情報を表示 － 
② 電池残量表示 P19 
③ １段目警報表示 
④ ２段目警報表示 

P12 

⑤ ピークホールド表示 P15 
⑥ ブザー音量表示 P11 
⑦ ロングライフモード表示 P11 
⑧ 警報履歴の時間等を表示 P12 
⑨ ガスセンサの作動表示 － 

 
 
 
 
 

① 

⑥ ⑦ ⑧

③ ④ ⑤② 

⑨
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 
  使用手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１. 電源を入れる⇒暖機運転⇒〈ガス濃度画面〉を表示 

 
 
 
 
 
 

 
［  スイッチ］を約３秒間押します。 
ブザーが「ピッ」と鳴り、LCD に〈全表示画面〉、〈ガス種表示画面〉、「on」カ

ウントダウン「3」⇒「2」⇒「1」を表示したらスイッチを離します。 
⇒LCD に〈１段目警報設定値〉、〈２段目警報設定値〉、〈暖機運転画面〉 
を表示し、暖機運転が完了すると「ピピピッ」と鳴って〈ガス濃度画面〉に

なります。 
この時、各表示ごとに警報ランプ点滅とバイブ動作をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 

  
 手 順  

暖機

運転

〈ガス濃度画面〉 
を表示 

電源を

入れる ２
検知

する

電源を

切る３

・暖機運転時間は最長で約２分間あります。 
・暖機運転中はスイッチ操作ができません。 
・エラーが表示される場合は「エラー表示」P18 を参照してください。

電源を入れる時は、必ず清浄空気中で行ってください。自動

的に AIR 調整（ゼロ調整）を行いますので、ガス雰囲気中で

行うと誤ったガス濃度が表示されます。

〈全表示画面〉 〈ガス種表示画面〉

〈ガス濃度画面〉〈暖機運転画面〉〈１段目警報設定値〉〈2 段目警報設定値〉

検知作業を行なう前に「保守点検」（P22～23 参照）を必ず

行なってください。 

「1」でスイッチ

を離す 

ON 
OFF 

（メタンの場合）（イソブタンの場合）（水素の場合）

ガス種 
表示例 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 

３．レザーケース（別売オプション品）の使い方 
 右図のように、ガス検知器をレザーケースに入れて、

２箇所のホックを留めます。 
 
 
 
 
 

 3-1.安全ピンで衣服に留める場合 
 ベルト通しの内側のマジックテープを外し、安全ピン

を上側にすると留めやすくなります。取付けたあとに、

元の通りに安全ピンがガス検知器裏側になる位置でマ

ジックテープを貼り合わせると取付け状態が安定しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 3-2.ベルトに装着する場合 
 
 
 
 
 
 
 

ベルト通しの内側のマジックテープを外し、安全ピン

を上側にした状態でベルトに通します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
ベルト幅は６ｃｍまで使用できます。 

安全ピンはベルトの

内側にならないよう

に装着します 

ベルト通し 

安全ピンで

胸に装着し

た例 

安全帯に装着

した例 

ガス検知口はレザーケース奥の穴に突き当たり

ます。フィルタ付センサカバーを無理に外側に

突き出さないでください。

安全ピン 

ベルト通し

フィルタ付 
センサカバー 

・安全ピンは、必ず閉じた状態で、ベルトの内側にならないように上

側にくるように装着してください。ケガをする恐れがあります。 
・ガス検知口が上着等で覆われないように装着してください。覆わ

れるとガスを検知することができません 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 
  使用手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１. 電源を入れる⇒暖機運転⇒〈ガス濃度画面〉を表示 

 
 
 
 
 
 

 
［  スイッチ］を約３秒間押します。 
ブザーが「ピッ」と鳴り、LCD に〈全表示画面〉、〈ガス種表示画面〉、「on」カ

ウントダウン「3」⇒「2」⇒「1」を表示したらスイッチを離します。 
⇒LCD に〈１段目警報設定値〉、〈２段目警報設定値〉、〈暖機運転画面〉 
を表示し、暖機運転が完了すると「ピピピッ」と鳴って〈ガス濃度画面〉に

なります。 
この時、各表示ごとに警報ランプ点滅とバイブ動作をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 

  
 手 順  

暖機

運転

〈ガス濃度画面〉 
を表示 

電源を

入れる ２
検知

する

電源を

切る３

・暖機運転時間は最長で約２分間あります。 
・暖機運転中はスイッチ操作ができません。 
・エラーが表示される場合は「エラー表示」P18 を参照してください。

電源を入れる時は、必ず清浄空気中で行ってください。自動

的に AIR 調整（ゼロ調整）を行いますので、ガス雰囲気中で

行うと誤ったガス濃度が表示されます。

〈全表示画面〉 〈ガス種表示画面〉

〈ガス濃度画面〉〈暖機運転画面〉〈１段目警報設定値〉〈2 段目警報設定値〉

検知作業を行なう前に「保守点検」（P22～23 参照）を必ず

行なってください。 

「1」でスイッチ

を離す 

ON 
OFF 

（メタンの場合）（イソブタンの場合）（水素の場合）

ガス種 
表示例 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 

３．レザーケース（別売オプション品）の使い方 
 右図のように、ガス検知器をレザーケースに入れて、

２箇所のホックを留めます。 
 
 
 
 
 

 3-1.安全ピンで衣服に留める場合 
 ベルト通しの内側のマジックテープを外し、安全ピン

を上側にすると留めやすくなります。取付けたあとに、

元の通りに安全ピンがガス検知器裏側になる位置でマ

ジックテープを貼り合わせると取付け状態が安定しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 3-2.ベルトに装着する場合 
 
 
 
 
 
 
 

ベルト通しの内側のマジックテープを外し、安全ピン

を上側にした状態でベルトに通します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
ベルト幅は６ｃｍまで使用できます。 

安全ピンはベルトの

内側にならないよう

に装着します 

ベルト通し 

安全ピンで

胸に装着し

た例 

安全帯に装着

した例 

ガス検知口はレザーケース奥の穴に突き当たり

ます。フィルタ付センサカバーを無理に外側に

突き出さないでください。

安全ピン 

ベルト通し

フィルタ付 
センサカバー 

・安全ピンは、必ず閉じた状態で、ベルトの内側にならないように上

側にくるように装着してください。ケガをする恐れがあります。 
・ガス検知口が上着等で覆われないように装着してください。覆わ

れるとガスを検知することができません 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 

３. 電源を切る 

［    スイッチ］を約３秒間押します。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴り、「OFF」とカウントダウン「3」⇒「2」⇒「1」
を表示し、続いて「ピピピッ」と鳴ってＬＣＤが消灯して電源が切れる。

この時、警報ランプ点滅とバイブ動作をします。 
 
 

 
 

  ロングライフモード 
 出荷時はロングライフモードはＯＮに設定されています。ロングライフモードを

ＯＦＦにすると、検知周期が短くなり応答時間が速くなりますが、電池寿命がＯＮ

時の約半分になります。 
 

ロングライフモード 乾電池ユニット連続使用時間 
ＯＮ時 約３４時間 
ＯＦＦ時 約１７時間 

  ※連続使用時間は環境条件、使用条件、保存期間などにより異なります。 
 

通常動作状態にて、［    スイッチ］を押しながら［    スイッチ］

を約３秒間押します。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴ってＬ表示が消灯しロングライフモードＯ

ＦＦに設定される。 
同じ操作により、繰返しＯＮ／ＯＦＦの切換えができます。 

 
 

  ブザー音量の設定 
ブザー音量は、〈大〉〈中〉〈小〉〈消音〉の４種類から選択できます。 
通常動作状態にて、［    スイッチ］を約１秒押して離します。 
⇒設定した音量で「ピッ」と鳴ってＬＣＤのブザー音量表示が変更

される。 
同じ操作により、下図の順にブザー音量の設定ができます。 

 
 
 

 
 
 
 

AIR
Bz.VOL

ブザー音量は、電源投入時に自動的に［大］に設定されます。 

〈消灯〉

ロングライフモードの設定は、電源を切っても、電池を外しても保持されます。

（ON 時）

（OFF 時）

大      中      小      消音 

ON 
OFF 

MEMORY
ON

OFF
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 
２. 検知する 

〈ガス濃度画面〉になるとガス検知可能です。 
⇒「LCD 表示内容」P6 参照 
⇒「ガス警報動作」P12 参照 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

AIR
Bz.VOL

・作業環境（温度、湿度等）が変わると濃度指示値 0%LEL が

ずれる場合があります。そのときは作業環境に近い環境で必

ず清浄空気中で［    スイッチ］を約 3 秒間押して「AIR 調

整（ゼロ調整）」（P15 参照）を行なってください。 
・使用中に「0%LEL」点滅表示になった場合は指示値がマイナ

ス側にもぐっています。更にマイナス側にもぐると「0%LEL」
と「AIR」の交互表示になります。 

 
 
 
 
この場合、高濃度のガスを検知したり、ガス雰囲気中で AIR
調整した可能性がありますので、清浄空気中で［AIR 調整（ゼ

ロ調整）］（P15 参照）を行なってください。その時に「E-A」
表示（P18 参照）になった場合は、一旦電源を切って、清浄

空気中で電源を入れ直してください。 
・振動警報は装着箇所によっては気付きにくい場合があります

ので注意してください。 

・ガス検知口をふさがないように使用してください。ふさぐと

検知できません。 
・ガス検知口のフィルタエレメントは、清浄で乾いた状態でお

使いください。フィルタエレメントが汚れていたり、水分が

付着していると正常な検知ができません。 
・ガス検知器の装着は、ガス検知口に雨や水などがかからない

ように、取付方向に注意してください。 
・指示値がフルスケール（水素の場合は 70%LEL 程度）を超え

た場合は、すみやかに本器を清浄空気中に置いてください。

そのまま使用するとゼロへの戻りが遅くなったり（水素の場

合は 10 分以上かかることもあります）、正常な検知ができな

くなる場合があります。 
・ブザー放音部を押えたり、ふさいだりしないでください。警

報音が小さくなります。

点滅 
交互表示

〈ガス濃度画面〉
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 

３. 電源を切る 

［    スイッチ］を約３秒間押します。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴り、「OFF」とカウントダウン「3」⇒「2」⇒「1」

を表示し、続いて「ピピピッ」と鳴ってＬＣＤが消灯して電源が切れる。

この時、警報ランプ点滅とバイブ動作をします。 
 
 

 
 

  ロングライフモード 
 出荷時はロングライフモードはＯＮに設定されています。ロングライフモードを

ＯＦＦにすると、検知周期が短くなり応答時間が速くなりますが、電池寿命がＯＮ

時の約半分になります。 
 

ロングライフモード 乾電池ユニット連続使用時間 
ＯＮ時 約３４時間 
ＯＦＦ時 約１７時間 

  ※連続使用時間は環境条件、使用条件、保存期間などにより異なります。 
 

通常動作状態にて、［    スイッチ］を押しながら［    スイッチ］

を約３秒間押します。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴ってＬ表示が消灯しロングライフモードＯ

ＦＦに設定される。 
同じ操作により、繰返しＯＮ／ＯＦＦの切換えができます。 

 
 

  ブザー音量の設定 
ブザー音量は、〈大〉〈中〉〈小〉〈消音〉の４種類から選択できます。 
通常動作状態にて、［    スイッチ］を約１秒押して離します。 
⇒設定した音量で「ピッ」と鳴ってＬＣＤのブザー音量表示が変更

される。 
同じ操作により、下図の順にブザー音量の設定ができます。 

 
 
 

 
 
 
 

AIR
Bz.VOL

ブザー音量は、電源投入時に自動的に［大］に設定されます。 

〈消灯〉

ロングライフモードの設定は、電源を切っても、電池を外しても保持されます。

（ON 時）

（OFF 時）

大      中      小      消音 

ON 
OFF 

MEMORY
ON

OFF
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 
２. 検知する 

〈ガス濃度画面〉になるとガス検知可能です。 
⇒「LCD 表示内容」P6 参照 
⇒「ガス警報動作」P12 参照 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

AIR
Bz.VOL

・作業環境（温度、湿度等）が変わると濃度指示値 0%LEL が

ずれる場合があります。そのときは作業環境に近い環境で必

ず清浄空気中で［    スイッチ］を約 3 秒間押して「AIR 調

整（ゼロ調整）」（P15 参照）を行なってください。 
・使用中に「0%LEL」点滅表示になった場合は指示値がマイナ

ス側にもぐっています。更にマイナス側にもぐると「0%LEL」
と「AIR」の交互表示になります。 

 
 
 
 
この場合、高濃度のガスを検知したり、ガス雰囲気中で AIR
調整した可能性がありますので、清浄空気中で［AIR 調整（ゼ

ロ調整）］（P15 参照）を行なってください。その時に「E-A」
表示（P18 参照）になった場合は、一旦電源を切って、清浄

空気中で電源を入れ直してください。 
・振動警報は装着箇所によっては気付きにくい場合があります

ので注意してください。 

・ガス検知口をふさがないように使用してください。ふさぐと

検知できません。 
・ガス検知口のフィルタエレメントは、清浄で乾いた状態でお

使いください。フィルタエレメントが汚れていたり、水分が

付着していると正常な検知ができません。 
・ガス検知器の装着は、ガス検知口に雨や水などがかからない

ように、取付方向に注意してください。 
・指示値がフルスケール（水素の場合は 70%LEL 程度）を超え

た場合は、すみやかに本器を清浄空気中に置いてください。

そのまま使用するとゼロへの戻りが遅くなったり（水素の場

合は 10 分以上かかることもあります）、正常な検知ができな

くなる場合があります。 
・ブザー放音部を押えたり、ふさいだりしないでください。警

報音が小さくなります。

点滅 
交互表示

〈ガス濃度画面〉
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MEMORY 

使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 〈ガス濃度画面〉に戻る場合は、［    スイッチ］を約３秒間押します。 
⇒「ピピピッ」と鳴って〈ガス濃度画面〉に戻る。 

⑤ 〈ガス濃度画面〉に戻らずに電源を切る場合は、［    スイッチ］を約３秒間 
押すと電源が切れます。 

 
○操作・表示の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・警報履歴がない場合は右図の「nonE」表示をして自動的に元の

〈ガス濃度画面〉に戻ります。 
・警報履歴表示中もガス検知を行なっており、ガス警報設定値に達

すると自動的にガス濃度画面に戻って警報動作を行ないます。 
・履歴の数が３０件を越えると、一番古い履歴から順に消去して新

しい履歴を記録します。 
・警報中の電池切れ等で、ガス濃度履歴がない場合は右図の「nonE」

表示になります。

MEMORY

ON
OFF

短押し 

〈最新の履歴〉 

短押し短押し3 秒長押し 

鳴り始めは、電源 OFF
の1時間前に24%LEL
であった 

ピークは、電源 OFF
の 30 分前に 35%LEL
であった 

鳴り止みは、電源 OFF
の 10 分前に 8%LEL
であった 

ガスの濃度および

経過時間は例です 

AIR

短押し 短押し 短押し ON
OFF

ON 
OFF

ON
OFF

〈2 つ古い履歴〉

上記と同様 

〈3 つ古い履歴〉 上記と同様 

短押し 短押し 短押し ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

〈ガス濃度画面〉
3 秒長押し

MEMORY

〈ピーク時履歴〉

ピーク 

〈鳴り始め履歴〉

鳴り始め

〈鳴り止み履歴〉

鳴り止み

〈1 つ古い履歴〉

短押し 短押し短押し

AIR
Bz.VOL

AIR
Bz.VOL

AIR 
Bz.VOL 

AIR
Bz.VOL

AIR
Bz.VOL

AIR 
Bz.VOL 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 

  ガス警報動作 
ガス濃度が警報レベルに達すると、ブザー断続鳴動、警報ランプ点

滅、ＬＣＤ表示、バックライト点灯および断続振動でガス警報を発し

ます。 
ガス濃度が警報レベルに満たなくなると、ガス警報は自動的に解除さ

れます。（自動復帰） 
 警報設定値（標準） ブザー音 

１段目警報 １０％ＬＥＬ ﾋﾟｰ、ﾋﾟｰ、ﾋﾟｰ、…（1 秒周期）

２段目警報 ２５％ＬＥＬ ﾋﾟｰﾋﾟｰﾋﾟｰ･･･（0.5 秒周期） 
 
 
 
 
 
 

  警報履歴表示 
ガス警報の履歴（鳴り始め時、ピーク時および鳴り止み時のガス濃度とその時点

から電源ＯＦＦまでの経過時間）を最大３０件まで表示できます。 
① 通常動作状態にて、［    スイッチ］を約３秒間押します。 
⇒「ピッ」と鳴って最新の〈警報履歴画面〉を表示し、続いてその〈鳴り始め

履歴〉（濃度および経過時間）を表示する。（「操作・表示の流れ」P13 参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 〈鳴り始め履歴〉を表示しているときに［    スイッチ］を短押しします。 
⇒押すごとに〈ピーク時履歴〉〈鳴り止み履歴〉〈鳴り始め履歴〉を順に繰返し

表示する。（「操作・表示の流れ」P13 参照） 
③ 〈鳴り始め履歴〉、〈ピーク時履歴〉または〈鳴り止み履歴〉を表示していると

きに、［    スイッチ］を短押しします。 
⇒押すごとに一つ古い履歴に進む。（「操作・表示の流れ」P13 参照） 

 
 
 
 

AIR 
Bz.VOL 

 

ここで［    スイッチ］の替わりに［    スイッチ］を短押しすると、押すごと

に一つ新しい履歴に戻ります。

〈1 段目警報〉 

経過時間は、当該警報番号の鳴り始め時、ピーク時または鳴り止み時の各時点から

当該ブロックの電源 OFF 時（使用中の場合は現時点）までの経過時間を表します。 

鳴り始めは、1 時間

前に 24%LEL であ

った 

鳴り始め ガス濃度

経過時間

〈鳴り始め履歴〉〈警報履歴画面〉 

鳴り始めは、電源

OFF の 1 時間前に

24%LEL であった

（使用中の警報履歴の場合） （電源 OFF 後の

警報履歴の場合）

〈2 段目警報〉 

MEMORY

ON 
OFF 

・警報中にブザー音量を変更することはできません。 
・ガス濃度の表示は１１０％ＬＥＬを越えると「oL」

（オーバーレンジ）表示になります 

ON 
OFF MEMORY

ブロック番号 
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MEMORY 

使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 〈ガス濃度画面〉に戻る場合は、［    スイッチ］を約３秒間押します。 
⇒「ピピピッ」と鳴って〈ガス濃度画面〉に戻る。 

⑤ 〈ガス濃度画面〉に戻らずに電源を切る場合は、［    スイッチ］を約３秒間 
押すと電源が切れます。 

 
○操作・表示の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・警報履歴がない場合は右図の「nonE」表示をして自動的に元の

〈ガス濃度画面〉に戻ります。 
・警報履歴表示中もガス検知を行なっており、ガス警報設定値に達

すると自動的にガス濃度画面に戻って警報動作を行ないます。 
・履歴の数が３０件を越えると、一番古い履歴から順に消去して新

しい履歴を記録します。 
・警報中の電池切れ等で、ガス濃度履歴がない場合は右図の「nonE」

表示になります。

MEMORY

ON
OFF

短押し 

〈最新の履歴〉 

短押し短押し3 秒長押し 

鳴り始めは、電源 OFF
の1時間前に24%LEL
であった 

ピークは、電源 OFF
の 30 分前に 35%LEL
であった 

鳴り止みは、電源 OFF
の 10 分前に 8%LEL
であった 

ガスの濃度および

経過時間は例です 

AIR

短押し 短押し 短押し ON
OFF

ON 
OFF

ON
OFF

〈2 つ古い履歴〉

上記と同様 

〈3 つ古い履歴〉 上記と同様 

短押し 短押し 短押し ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF

〈ガス濃度画面〉
3 秒長押し

MEMORY

〈ピーク時履歴〉

ピーク 

〈鳴り始め履歴〉

鳴り始め

〈鳴り止み履歴〉

鳴り止み

〈1 つ古い履歴〉

短押し 短押し短押し

AIR
Bz.VOL

AIR
Bz.VOL

AIR 
Bz.VOL 

AIR
Bz.VOL

AIR
Bz.VOL

AIR 
Bz.VOL 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 

  ガス警報動作 
ガス濃度が警報レベルに達すると、ブザー断続鳴動、警報ランプ点

滅、ＬＣＤ表示、バックライト点灯および断続振動でガス警報を発し

ます。 
ガス濃度が警報レベルに満たなくなると、ガス警報は自動的に解除さ

れます。（自動復帰） 
 警報設定値（標準） ブザー音 

１段目警報 １０％ＬＥＬ ﾋﾟｰ、ﾋﾟｰ、ﾋﾟｰ、…（1 秒周期）

２段目警報 ２５％ＬＥＬ ﾋﾟｰﾋﾟｰﾋﾟｰ･･･（0.5 秒周期） 
 
 
 
 
 
 

  警報履歴表示 
ガス警報の履歴（鳴り始め時、ピーク時および鳴り止み時のガス濃度とその時点

から電源ＯＦＦまでの経過時間）を最大３０件まで表示できます。 
① 通常動作状態にて、［    スイッチ］を約３秒間押します。 
⇒「ピッ」と鳴って最新の〈警報履歴画面〉を表示し、続いてその〈鳴り始め

履歴〉（濃度および経過時間）を表示する。（「操作・表示の流れ」P13 参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 〈鳴り始め履歴〉を表示しているときに［    スイッチ］を短押しします。 
⇒押すごとに〈ピーク時履歴〉〈鳴り止み履歴〉〈鳴り始め履歴〉を順に繰返し

表示する。（「操作・表示の流れ」P13 参照） 
③ 〈鳴り始め履歴〉、〈ピーク時履歴〉または〈鳴り止み履歴〉を表示していると

きに、［    スイッチ］を短押しします。 
⇒押すごとに一つ古い履歴に進む。（「操作・表示の流れ」P13 参照） 

 
 
 
 

AIR 
Bz.VOL 

 

ここで［    スイッチ］の替わりに［    スイッチ］を短押しすると、押すごと

に一つ新しい履歴に戻ります。

〈1 段目警報〉 

経過時間は、当該警報番号の鳴り始め時、ピーク時または鳴り止み時の各時点から

当該ブロックの電源 OFF 時（使用中の場合は現時点）までの経過時間を表します。 

鳴り始めは、1 時間

前に 24%LEL であ

った 

鳴り始め ガス濃度

経過時間

〈鳴り始め履歴〉〈警報履歴画面〉 

鳴り始めは、電源

OFF の 1 時間前に

24%LEL であった

（使用中の警報履歴の場合） （電源 OFF 後の

警報履歴の場合）

〈2 段目警報〉 

MEMORY

ON 
OFF 

・警報中にブザー音量を変更することはできません。 
・ガス濃度の表示は１１０％ＬＥＬを越えると「oL」

（オーバーレンジ）表示になります 

ON 
OFF MEMORY

ブロック番号 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 

  ＡＩＲ調整（ゼロ調整） 

 
 
 
通常動作状態にて、［    スイッチ］を約３秒間押します。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴り、「AIR」とカウントダウン「3」⇒「2」⇒「1」を

表示して AIR 調整を行ない、AIR 調整が完了すると「ピピピッ」と鳴って

「０%LEL」を表示する。 
 
 
 
 

  ピークホールド機能 

① 通常動作状態にて、［    スイッチ］を短押しします。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴りＬＣＤに PEAK 表示が点灯し、以後に

検知したガス濃度のピーク値（最大値）を更新・保持する。 
 

② ピークホールドを解除する場合は、再度［    スイッチ］ を短

押しします。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴りＬＣＤの PEAK 表示が消灯し、ピーク

値をリセットして通常のガス濃度表示（瞬時値）に戻る。 
 

 
 
 
 
 

  バックライト 

ＬＣＤのバックライトは、ガス警報を発すると自動点灯し、警報解除になると自

動消灯します。また、どのスイッチを操作してもバックライトが点灯し、操作完了

から約５秒後に自動消灯します。 
 
 
 

 

AIR
Bz.VOL

・ピークホールド機能を設定していても、電源を切るとピークホールド機能

は解除されます。 
    ・ピークホールドに設定すると検知した最大値を更新・保持し、検知ガス濃

度が低くなっても指示値は最大値を保持したままになります。 

電池残量が少なくなると（電池マークの枠のみ点滅）、バックライトは点

灯しません。 

ＡＩＲ調整（ゼロ調整）は、必ず清浄空気中で行ってくださ

い。ガス雰囲気中で行うと誤ったガス濃度が表示されます。

〈AIR 調整完了〉

ON
OFF

ON 
OFF 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 

○ブロック番号および警報番号について 
・ある電源 ON から電源 OFF（または使用中）の期間を一つのブロ

ック［d］で表し、警報発報があったブロックについて新しい順

に連番で【d-01】（ﾌﾞﾛｯｸ 01）【d-02】（ﾌﾞﾛｯｸ 02）【d-03】（ﾌﾞﾛｯｸ

03）・・・とＬＣＤ中央に表示します。 
・あるブロック内で発報した警報（i）は、新しい警報から順に連番

で【i-01】【i-02】【i-03】・・・とＬＣＤ下段に表示します。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○例の説明 
前記の例の最近過去３回（電源 ON/OFF）の使用におけるガス警報について、 
・直近１番目（ガス警報が２回あった） 
【d-01,i-o1】：鳴り始め 24%LEL,1 時間前 

ﾋﾟｰｸ 35%LEL,30 分前 
鳴り止み 8%LEL,10 分前 

【d-01,i-02】：鳴り始め 10%LEL,1 時間 40 分前 
ﾋﾟｰｸ 15%LEL,1 時間 30 分前 
鳴り止み 3%LEL,1 時間 10 分前 

・直近２番目（ガス警報がなかったため履歴は残っていない） 
・直近３番目（ガス警報が１回あった） 
【d-02,i-01】：鳴り始め XX%LEL,XX 分前 

ﾋﾟｰｸ XX%LEL,XX 分前 
鳴り止み XX%LEL,XX 分前 

 
 
 

ブロック番号 

警報番号

：使用期間 

● ：ガス警報発報 

現在 

電源 
OFF 

電源
ON

警報なし

警報なしのため 
ブロック番号はない 

経過時間

経過時間

ﾌﾞﾛｯｸ番号

【d-01】

電源
ON

電源 
OFF 

警報番号

【i-02】
警報番号

【i-01】

経過時間

電源
OFF

電源 
ON ﾌﾞﾛｯｸ番号 

【d-02】 

警報番号 
【i-01】 
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3.使用方法（つづき） 

  ＡＩＲ調整（ゼロ調整） 

 
 
 
通常動作状態にて、［    スイッチ］を約３秒間押します。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴り、「AIR」とカウントダウン「3」⇒「2」⇒「1」を

表示して AIR 調整を行ない、AIR 調整が完了すると「ピピピッ」と鳴って

「０%LEL」を表示する。 
 
 
 
 

  ピークホールド機能 

① 通常動作状態にて、［    スイッチ］を短押しします。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴りＬＣＤに PEAK 表示が点灯し、以後に

検知したガス濃度のピーク値（最大値）を更新・保持する。 
 

② ピークホールドを解除する場合は、再度［    スイッチ］ を短

押しします。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴りＬＣＤの PEAK 表示が消灯し、ピーク

値をリセットして通常のガス濃度表示（瞬時値）に戻る。 
 

 
 
 
 
 

  バックライト 

ＬＣＤのバックライトは、ガス警報を発すると自動点灯し、警報解除になると自

動消灯します。また、どのスイッチを操作してもバックライトが点灯し、操作完了

から約５秒後に自動消灯します。 
 
 
 

 

AIR
Bz.VOL

・ピークホールド機能を設定していても、電源を切るとピークホールド機能

は解除されます。 
    ・ピークホールドに設定すると検知した最大値を更新・保持し、検知ガス濃

度が低くなっても指示値は最大値を保持したままになります。 

電池残量が少なくなると（電池マークの枠のみ点滅）、バックライトは点

灯しません。 

ＡＩＲ調整（ゼロ調整）は、必ず清浄空気中で行ってくださ

い。ガス雰囲気中で行うと誤ったガス濃度が表示されます。

〈AIR 調整完了〉

ON
OFF

ON 
OFF 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 

○ブロック番号および警報番号について 
・ある電源 ON から電源 OFF（または使用中）の期間を一つのブロ

ック［d］で表し、警報発報があったブロックについて新しい順

に連番で【d-01】（ﾌﾞﾛｯｸ 01）【d-02】（ﾌﾞﾛｯｸ 02）【d-03】（ﾌﾞﾛｯｸ

03）・・・とＬＣＤ中央に表示します。 
・あるブロック内で発報した警報（i）は、新しい警報から順に連番

で【i-01】【i-02】【i-03】・・・とＬＣＤ下段に表示します。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○例の説明 
前記の例の最近過去３回（電源 ON/OFF）の使用におけるガス警報について、 
・直近１番目（ガス警報が２回あった） 
【d-01,i-o1】：鳴り始め 24%LEL,1 時間前 

ﾋﾟｰｸ 35%LEL,30 分前 
鳴り止み 8%LEL,10 分前 

【d-01,i-02】：鳴り始め 10%LEL,1 時間 40 分前 
ﾋﾟｰｸ 15%LEL,1 時間 30 分前 
鳴り止み 3%LEL,1 時間 10 分前 

・直近２番目（ガス警報がなかったため履歴は残っていない） 
・直近３番目（ガス警報が１回あった） 
【d-02,i-01】：鳴り始め XX%LEL,XX 分前 

ﾋﾟｰｸ XX%LEL,XX 分前 
鳴り止み XX%LEL,XX 分前 

 
 
 

ブロック番号 

警報番号

：使用期間 

● ：ガス警報発報 

現在 

電源 
OFF 

電源
ON

警報なし

警報なしのため 
ブロック番号はない 

経過時間

経過時間

ﾌﾞﾛｯｸ番号

【d-01】

電源
ON

電源 
OFF 

警報番号

【i-02】
警報番号

【i-01】

経過時間

電源
OFF

電源 
ON ﾌﾞﾛｯｸ番号 

【d-02】 

警報番号 
【i-01】 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 
 

ユーザーモード 操作説明 
 

LCD 表示テスト 
 
 
 

 

「diSP」表示のときに［    スイッチ］を短押

します。 ⇒ＬＣＤ全点灯、バックライト点灯

および赤色ランプ点灯をする。 
 
［    スイッチ］を短押しすると元の項目表示

「diSP」に戻ります。 
 

警報履歴全消去 
 
 
 

 

「ALdL」表示のときに［    スイッチ］を短押

し し ま す 。  ⇒ 「 no 」 表 示 を し ま す 。    

［    スイッチ］を短押しするごとに「YES」
と「no」を交互に表示する。 
 
消去を実行する場合は、「YES」表示のときに 
 

［    スイッチ］を短押しします。 
⇒警報履歴を全て消去し、完了すると自動的に元の項目表示

「ALdL」に戻る。 
 
 
 
 
消去しない場合は、「no」表示のときに［    スイッチ］を短

押しします。 ⇒元の項目表示「ALdL」に戻る。 
 
 
 
 

 

１段目警報テスト 
 
 
 

 

 

２段目警報テスト 

 

「bAL1」（「bAL2」）表示のときに［    スイッチ］を短押し

します。 ⇒１段目警報（２段目警報）のブザー断続鳴動、赤

色ランプ点滅、バックライト点灯および振動動作をする。 
 
 
 
 
［     スイッチ］を短押しすると元の項目表示「bAL1」
（「bAL2」）に戻ります。 
 

 

 

警報テストのブザー音量は項目表示「bAL1」または

「bAL2」の時に［  スイッチ］を１秒程度押すと設定

変更できます。 

ON
OFF

ON
OFF

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON
OFF

ON
OFF

MEMORY

ON
OFF

AIR 
Bz.VOL 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 

  ユーザーモード 

ユーザーモードでは、「ＬＣＤ表示テスト」、「警報履歴消去」、「１段目警報テスト」

および「２段目警報テスト」を行ないます。 
 
 
 
 
 

① 電源ＯＦＦの状態にて、［    スイッチ］を押しながら［    スイッチ］を約

３秒間押します。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴り、「USEr」とカウントダウン「3」⇒「2」⇒「1」を

表示し、「ピピピッ」と鳴って「diSP」（LCD 表示テスト）を表示してユーザー

モードに移行する。 
 
 
 
 

② ［    スイッチ］を短押しします。 
⇒短押しするごとに「ALdL」（警報履歴全消去）、「bAL1」（1 段目警報テスト）、

「bAL2」（2 段目警報テスト）の各モード名が順に表示される。 
 
 
 
 
 
 
③ 操作したいモード名表示のときに［    スイッチ］を短押しします。 
⇒そのモードに移行する。（各モードの操作説明については次ページ参照） 

 
 

○ユーザーモードの終了 
ユーザーモードでは、どの表示状態であっても［    スイッチ］を約３秒間押す

と終了して電源が切れます。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

・ユーザーモードではガス検知はできません。 
・ユーザーモードにて約５分間スイッチ無操作が継続すると警報ランプが点滅

します。

〈消灯〉

MEMORY

MEMORY 

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 
 
 
 

ユーザーモード 操作説明 
 

LCD 表示テスト 
 
 
 

 

「diSP」表示のときに［    スイッチ］を短押

します。 ⇒ＬＣＤ全点灯、バックライト点灯

および赤色ランプ点灯をする。 
 
［    スイッチ］を短押しすると元の項目表示

「diSP」に戻ります。 
 

警報履歴全消去 
 
 
 

 

「ALdL」表示のときに［    スイッチ］を短押

し し ま す 。  ⇒ 「 no 」 表 示 を し ま す 。    

［    スイッチ］を短押しするごとに「YES」
と「no」を交互に表示する。 
 
消去を実行する場合は、「YES」表示のときに 
 

［    スイッチ］を短押しします。 
⇒警報履歴を全て消去し、完了すると自動的に元の項目表示

「ALdL」に戻る。 
 
 
 
 
消去しない場合は、「no」表示のときに［    スイッチ］を短

押しします。 ⇒元の項目表示「ALdL」に戻る。 
 
 
 
 

 

１段目警報テスト 
 
 
 

 

 

２段目警報テスト 

 

「bAL1」（「bAL2」）表示のときに［    スイッチ］を短押し

します。 ⇒１段目警報（２段目警報）のブザー断続鳴動、赤

色ランプ点滅、バックライト点灯および振動動作をする。 
 
 
 
 
［     スイッチ］を短押しすると元の項目表示「bAL1」
（「bAL2」）に戻ります。 
 

 

 

警報テストのブザー音量は項目表示「bAL1」または

「bAL2」の時に［  スイッチ］を１秒程度押すと設定

変更できます。 

ON
OFF

ON
OFF

ON 
OFF 

ON 
OFF 

ON
OFF

ON
OFF

MEMORY

ON
OFF

AIR 
Bz.VOL 
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使用方法 

3.使用方法（つづき） 

  ユーザーモード 

ユーザーモードでは、「ＬＣＤ表示テスト」、「警報履歴消去」、「１段目警報テスト」

および「２段目警報テスト」を行ないます。 
 
 
 
 
 

① 電源ＯＦＦの状態にて、［    スイッチ］を押しながら［    スイッチ］を約

３秒間押します。 
⇒ブザーが「ピッ」と鳴り、「USEr」とカウントダウン「3」⇒「2」⇒「1」を

表示し、「ピピピッ」と鳴って「diSP」（LCD 表示テスト）を表示してユーザー

モードに移行する。 
 
 
 
 

② ［    スイッチ］を短押しします。 
⇒短押しするごとに「ALdL」（警報履歴全消去）、「bAL1」（1 段目警報テスト）、

「bAL2」（2 段目警報テスト）の各モード名が順に表示される。 
 
 
 
 
 
 
③ 操作したいモード名表示のときに［    スイッチ］を短押しします。 
⇒そのモードに移行する。（各モードの操作説明については次ページ参照） 

 
 

○ユーザーモードの終了 
ユーザーモードでは、どの表示状態であっても［    スイッチ］を約３秒間押す

と終了して電源が切れます。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

・ユーザーモードではガス検知はできません。 
・ユーザーモードにて約５分間スイッチ無操作が継続すると警報ランプが点滅

します。

〈消灯〉

MEMORY

MEMORY 

ON
OFF

ON
OFF

ON
OFF
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消耗品の交換方法 

5.消耗品の交換方法 

  電池の交換（挿入） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
電池残量の目安は下図の通りです。電池切れになると「E-b」表示になりブザーが

断続鳴動し、ガス検知ができなくなります。 
 
 
 
 

 
 
 

①  ［    スイッチ］を約３秒間押して電源を切ります。 
 
② 電池カバーを先端サイズ No.2 のプラスドライバーで

反時計回りに約４５度回して、そこから更に回すと電

池カバーが手前に浮きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 手前に浮いた電池カバーを指でつまんでまっすぐに

引き出します 

・電池交換は防爆における非危険場所でおこなってください。 
・電池は必ず指定電池【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ＬＲ０３】を使用してくださ

い。指定電池以外を使用すると防爆性能が保証できません。（電池

ユニットのシール定格欄に適用電池の型番を記載しています） 

・電池は未使用のものをお使いください。 
・低温環境では、電池特性により電池使用時間が常温時より短くなります。 
電池切れになる前に、電池残量が少なくなっている場合は早めの電池交換

をおすすめいたします。

・電池カバーのＯリングや、本体と電池カバーのシール面にゴミ等

が付着している場合は必ず取り除いてください。ゴミ等がわずか

でも挟まると機器内部に水が浸入する原因となります。 
・電池カバーを開ける前に必ず水や埃等を除去してください。機器

内部に水や埃等が入ると故障の原因になります。

（点滅）

〈電池切れ〉

【電池残量】 多い・・・・・・・・少ない  点灯
 
電池交換 

1 時間経過すると電池

マーク点滅のみになる 

電池カバー

・ドライバーは先端サイズ No.2 を使用してく

ださい。サイズが小さいと電池カバーが変

形して回せなくなる場合があります。 
・ドライバーはゆっくりと回してください。

無理に力を加えると、電池カバーが変形す

る場合があります。

ON 
OFF 
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エラー表示 

4.エラー表示 
 

ガス検知器に異常等が発生すると、ＬＣＤ画面にエラー表示をして、ブザーが断

続鳴動、警報ランプが点滅、バイブが断続動作します。 
主なエラー表示は下表の通りです。エラー表示に従って処置を行ってください。

なお、メッセージが表示されずに操作スイッチや表示が正しく動作しない場合には、

電池を一旦外して電源を入れ直して、動作を確認してみてください。それでも復旧

しない場合は修理をお申し付けください。 
 

 エラー表示 エラー内容 原因 処置 
 
 

 

センサエラー 
 

センサ異常 
 

修理を依頼してください。 
 
 

 
 
 
 
 

 

AIR 調整（ゼロ調整）

エラー 
（このエラー表示は

約３秒後に元の濃度

表示に戻ります） 

 

 
電源投入時に何らか

のガスが介在した可

能性があります 

 

電源を切り、清浄空気中で電

源を入れ直してください。数

回入れ直しても復旧しない場

合は、センサ異常の可能性が

ありますので修理を依頼して

ください。 
 
 
 
 

 

 
 
電池切れ 

 

 
 
電池残量不足 

 

 
 
電池交換をしてください。

（P19～20 参照） 
 

  

 
 
警報履歴消去 
エラー 

 

 
 
本体異常 

 

電源を切り、清浄空気中で電

源を入れ直して、もう一度警

報履歴全消去（P16～17参照）

の作業を行なってください。

それでも「E-P」エラーを表

示する場合は修理を依頼して

ください。 
  

警報履歴保存 
エラー 
（警報解除の後に表

示されます） 

 

本体異常 
 

電源を切り、清浄空気中で電

源を入れ直してください。 
次の警報時に「E-Hr」エラー

を表示した場合には修理を依

頼してください。 
  

 
本体エラー 

 

 
本体異常 

 

 
修理を依頼してください。 
 

  

 
オーバーレンジ 

 

 
濃度表示上限超え 

 

エラーではありません。 
ガス濃度が低下すれば濃度を

表示します。（P12 参照） 
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5.消耗品の交換方法 

  電池の交換（挿入） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
電池残量の目安は下図の通りです。電池切れになると「E-b」表示になりブザーが

断続鳴動し、ガス検知ができなくなります。 
 
 
 
 

 
 
 

①  ［    スイッチ］を約３秒間押して電源を切ります。 
 
② 電池カバーを先端サイズ No.2 のプラスドライバーで

反時計回りに約４５度回して、そこから更に回すと電

池カバーが手前に浮きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 手前に浮いた電池カバーを指でつまんでまっすぐに

引き出します 

・電池交換は防爆における非危険場所でおこなってください。 
・電池は必ず指定電池【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ＬＲ０３】を使用してくださ

い。指定電池以外を使用すると防爆性能が保証できません。（電池

ユニットのシール定格欄に適用電池の型番を記載しています） 

・電池は未使用のものをお使いください。 
・低温環境では、電池特性により電池使用時間が常温時より短くなります。 
電池切れになる前に、電池残量が少なくなっている場合は早めの電池交換

をおすすめいたします。

・電池カバーのＯリングや、本体と電池カバーのシール面にゴミ等

が付着している場合は必ず取り除いてください。ゴミ等がわずか

でも挟まると機器内部に水が浸入する原因となります。 
・電池カバーを開ける前に必ず水や埃等を除去してください。機器

内部に水や埃等が入ると故障の原因になります。

（点滅）

〈電池切れ〉

【電池残量】 多い・・・・・・・・少ない  点灯
 
電池交換 

1 時間経過すると電池

マーク点滅のみになる 

電池カバー

・ドライバーは先端サイズ No.2 を使用してく

ださい。サイズが小さいと電池カバーが変

形して回せなくなる場合があります。 
・ドライバーはゆっくりと回してください。

無理に力を加えると、電池カバーが変形す

る場合があります。

ON 
OFF 
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4.エラー表示 
 

ガス検知器に異常等が発生すると、ＬＣＤ画面にエラー表示をして、ブザーが断

続鳴動、警報ランプが点滅、バイブが断続動作します。 
主なエラー表示は下表の通りです。エラー表示に従って処置を行ってください。

なお、メッセージが表示されずに操作スイッチや表示が正しく動作しない場合には、

電池を一旦外して電源を入れ直して、動作を確認してみてください。それでも復旧

しない場合は修理をお申し付けください。 
 

 エラー表示 エラー内容 原因 処置 
 
 

 

センサエラー 
 

センサ異常 
 

修理を依頼してください。 
 
 

 
 
 
 
 

 

AIR 調整（ゼロ調整）

エラー 
（このエラー表示は

約３秒後に元の濃度

表示に戻ります） 

 

 
電源投入時に何らか

のガスが介在した可

能性があります 

 

電源を切り、清浄空気中で電

源を入れ直してください。数

回入れ直しても復旧しない場

合は、センサ異常の可能性が

ありますので修理を依頼して

ください。 
 
 
 
 

 

 
 
電池切れ 

 

 
 
電池残量不足 

 

 
 
電池交換をしてください。

（P19～20 参照） 
 

  

 
 
警報履歴消去 
エラー 

 

 
 
本体異常 

 

電源を切り、清浄空気中で電

源を入れ直して、もう一度警

報履歴全消去（P16～17参照）

の作業を行なってください。
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源を入れ直してください。 
次の警報時に「E-Hr」エラー
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本体エラー 

 

 
本体異常 

 

 
修理を依頼してください。 
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濃度表示上限超え 

 

エラーではありません。 
ガス濃度が低下すれば濃度を

表示します。（P12 参照） 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 

  電池ユニットの交換 

 
 
 
 
 
 
 

 

① ［    スイッチ］を約３秒間押して電源を切りま

す。 
 

② ガス検知器裏面の取付ねじを取り外します。 
（右図参照） 工具は先端サイズ No.1 のプラス

ドライバーを使用してください。 
 

 

③ ガス検知器本体の接触端子部から電池ユニット

を取り外します。 
下図の１と２の動作を同時にすると取り外しや

すくなります。 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 

④ 電池ユニットの取り付けは、元通りにガス検知器本体の接触端子部に電池ユ

ニットの挿入部を合わせるようにして押し込みます。 
 

⑤ 取付ねじを締付けます。工具は先端サイズNo.1のプラスドライバーを使用し、

締め付けトルクは４ｃＮ･ｍとしてください。 
 
 
 
 
 

⑥ 電池を挿入して電池カバーを取付けます。（「電池の交換（挿入）」P19～20
参照） 

 
 

・電池ユニット交換は防爆における非危険場所でおこなってくださ

い。 
・電池は必ず指定電池【ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ＬＲ０３】を使用してくださ

い。指定電池以外を使用すると防爆性能が保証できません。（電池

ユニットの定格シールに適用電池の型番を記載しています） 

接触端子部

挿入部 

 

電池ユニット ガス検知器本体

取付ねじの締め付けが強過ぎると樹脂が変形して壊れる場合がありま

す。 

２電池ユニットの

両端を右手の人差

指と親指でつまん

でまっすぐに引っ

張る 

１ガス検知器本体

を左手に持ちなが

ら、電池ユニットを

左親指で押し出す 

電池ユニット
取付ねじ 

〈裏面〉

ON 
OFF 
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5.消耗品の交換方法（つづき） 
 

 
④ 古い電池を取り出し、新しい電池を表示通り（＋極が

奥）に極性を合わせて挿入します。 
 

⑤ 電池カバーの突起を電池挿入口のヘコミに合

わせます。 
 

⑥ プラスドライバーでまっすぐに押し込んで、時

計回りに約４５度止まる所まで回します。 
 
 
 
 

  フィルタ付センサカバーの交換 

フィルタエレメントが汚れていたり濡れたりしている場合は、フィルタ付センサ

カバーを新しいものに交換してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① フィルタ付センサカバーを反時計方向に約４５度

回して取外します。 
 

② 逆の手順で、新しいフィルタ付センサカバーを時

計方向に約４５度止まる所まで回して取付けま

す。 
 
 
 
 
 
 
 

・フィルタ付センサカバーは正しく装着してください。ずれて装着

するとガス検知性能や防水機能を損なう場合があります。 
・水がガス検知器内部まで達している場合は修理を依頼してくださ

い。正常な検知ができません。 

フィルタエレメントを指などで押したり、突いたりしないでください。破損し

て、防水機能が損なわれます。 

ヘコミ 

突起 

新品電池に交換しても電池残量が減っている場合には、電池を一旦取出し、再

挿入して確認してみてください。 

フィルタ付センサカバー
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6.保守点検（つづき） 

  定期点検 

●１年に１回以上はセンサの校正およびフィルタ交換を含む定期点検をお買い

上げ店または弊社にお申し付けください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  お手入れ 

●機器が汚れている場合は、乾いた柔らかな布、または水を含ませて固く絞っ

た布（拭いても機器が濡れない程度）などで拭いてください。アルコールや

洗浄剤などは使用しないでください。 
  

  主な交換部品 

品名 品番 備考 

フィルタ付センサカバー Y59408000 

フィルタエレメントが汚れたり水濡

れした場合に、または１年に１回以

上交換 

（「フィルタ付センサカバーの交換」

P20 参照） 

電池カバー（Ｏリング付き） Y59460000 

電池カバーに変形がある場合等に交

換 

（「電池の交換（挿入）」P19 参照） 

 
 
 

センサの推奨交換周期は、お買い上げ日より約２年です。 
但し、センサの交換周期は使用条件や環境条件等によって異な

ります。 
特に、落下等の衝撃、水濡れ、高温や高湿等の通常環境以外で

の使用、高濃度ガスまたは被毒性ガスの接触等があった場合に

は保守点検を実施して異常のないことを確認してからお使いく

ださい。 
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保守点検 

6.保守点検 
  

本器は精密機器です。製品の性能を維持し、安全を確保していただくためには、

下記の項目に従って点検を実施してください。また、落下等の衝撃を与えた、内部

が水に濡れた等「安全にご使用いただくために」（P3～4 参照）の記載事項に反し

た場合、および検知範囲外のガス濃度を検知した、使用温湿度範囲外で使用した等

「仕様」（P26 参照）に記載している範囲外で使用した場合には、随時状況説明を

添えて点検（有料）をお申し付けください。 
 

  日常点検 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

点検項目 点検内容 

ＬＣＤ表示 
ＬＣＤ表示に欠けがないことを確認してください。（「LCD 表

示テスト」P16～17 参照） 

警報機能 

ガス検知器のブザー鳴動、警報ランプ点滅およびバイブ振動

が正常に動作することを確認してください。（「１段目警報テ

スト」「２段目警報テスト」P16～17 参照） 

フィルタエレメント 

フィルタエレメントが汚れていたり、濡れていたりしている

場合は、新しいフィルタ付センサカバー（フィルタエレメン

ト組込品）に交換してください。（「フィルタ付センサカバー

の交換」P20 参照） 
 

電池残量 
LCD 画面左上の電池残量表示を確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
電池残量が少なくなっている場合は、新しい電池に交換して

ください。（「電池の交換（挿入）」P19～20 参照） 
 

（点滅）

〈電池切れ〉

 多い・・・・・・・・少ない  点灯
 
電池交換 

低温時は電池消耗が早くなりますので、予備電池の準

備や、早めの電池交換をおすすめします。
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6.保守点検（つづき） 
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8.保証書と登録カード 
 
● 保証書と登録カード 

 
包装箱の中に、保証書と登録カードが入っています。ご購入時には販売店にて、

お買上げ店名、お買上げ年月日を記入することになっておりますので、ご確認をお

願い申し上げます。また、登録カードは、お客様と弊社とのパイプ役として活用さ

せていただきますので、ご面倒でも必ずご返送ください。 
 
● 保守点検のお願い 

 
お買い上げいただきましたガス検知器は、精密機器です。精度を維持し、安全を

確保していただくためには、「6.保守点検」（P22～23 参照）の日常点検および定期

点検を実施していただきますようお願いします。 
なお、日常点検や定期点検について不明な点は、弊社までお問い合わせください。 
また、機器の故障修理につきましては、お買上げ店または直接弊社までご連絡くだ

さい。 
（送料は、お客様負担とさせていただきます。） 

 
● 保証について 

 
保証期間中に、取扱説明書に沿った正常なご使用状態で万一故障した場合には、

保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をご覧ください。 
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故障とお考えになる前に 

7.故障とお考えになる前に 
 
修理を依頼される前に、もう一度次の表に従ってお調べください。 
※操作不能となった場合は、一旦電池を外して、数分後に再度電池を入れ操作して

ください。 
 

症状 原因 処理 参照ページ 
電池の極性が逆 電池を正しく入れ直す 

[  スイッチ]を押し

ても電源が入らない 電池の寿命 電池を交換する 
「電池の交

換」P19～20 

ブザーが鳴らない ブザー音量が消音 
になっている 

音量設定を「小」 
以上にする 

「ブザー音

量の設定」
P11 

LCD にエラーが表示

される 「エラー表示」P18 

濃度表示が「0%LEL」
で点滅表示している 
または 
「0%LEL」と「AIR」

の交互表示をしてい

る 

指示値がマイナス

側にもぐっており、

高濃度のガスを検

知したり、ガス雰囲

気中で AIR 調整し

た可能性がある 

清浄空気中で AIR 調整

（ゼロ調整）を行う。
 
その時に「E-A」表示

（P18 参照）になった

場合は、一旦電源を切

って、清浄空気中で電

源を入れ直す 

「 AIR 調 整

（ ゼ ロ 調

整）」P15 

 
 

ON 
OFF 
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「電池の交

換」P19～20 

ブザーが鳴らない ブザー音量が消音 
になっている 

音量設定を「小」 
以上にする 

「ブザー音

量の設定」
P11 

LCD にエラーが表示

される 「エラー表示」P18 

濃度表示が「0%LEL」
で点滅表示している 
または 
「0%LEL」と「AIR」

の交互表示をしてい

る 

指示値がマイナス

側にもぐっており、

高濃度のガスを検

知したり、ガス雰囲

気中で AIR 調整し

た可能性がある 

清浄空気中で AIR 調整

（ゼロ調整）を行う。
 
その時に「E-A」表示

（P18 参照）になった

場合は、一旦電源を切

って、清浄空気中で電

源を入れ直す 

「 AIR 調 整

（ ゼ ロ 調
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仕 様 

9.仕 様（つづき） 
 
■防爆仕様 

  

ガス検知器本体 
型式 ＸＡ－３８０ 

防爆性能 Ex iaⅡCT3 

保護等級 － 

電気的パ

ラメータ 

センサ回路：許容電圧 1.65V、許容電流 0.9252A、許容電力 0.2407W 

マイコン A回路：許容電圧 1.65V、許容電流 0.923A、許容電力 0.2402W 

マイコン B回路：許容電圧 5.73V、許容電流 0.0087A、許容電力 0.0124W 

       ：最大電圧 5.73V、最大電流 0.9396A、最大電力 0.2615W 

ブザー回路：許容電圧 1.65V、許容電流 0.9213A、許容電力 0.2399W 

モータ回路：許容電圧 1.65V、許容電流 0.3857A、許容電力 0.1164W 

定格 

周囲温度 -２０℃～+５０℃ 

  
乾電池ユニット 

型式 ＢＰ－３８０ＡＬ 

防爆性能 Ex iaⅡCT3 

保護等級 － 

電気的パ

ラメータ 

電源 DC1.5V（LR03 パナソニック株式会社 1 本） 

 センサ回路：最大電圧 1.65V、最大電流 0.4491A、最大電力 0.2407W 

マイコン A回路：最大電圧 1.65V、最大電流 0.4481A、最大電力 0.2402W 

マイコン B回路：許容電圧 5.73V、許容電流 0.9396A、許容電力 0.2615W 

ブザー回路：最大電圧 1.65V、最大電流 0.4472A、最大電力 0.2399W 

モータ回路：最大電圧 1.65V、最大電流 0.1872A、最大電力 0.1164W 

定格 

周囲温度 -２０℃～+５０℃ 
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仕 様 

9.仕 様 
 

■ ガス検知器 
 

型式 ＸＡ－３８０ 
検知対象ガス メタンまたはイソブタンまたは水素 

検知原理 接触燃焼式 
ガス採取方式 拡散式 

検知範囲 
（サービスレンジ） 

０~１００%ＬＥＬ 
（１０１~１１０%ＬＥＬ） 

指示精度※1 ±１０%ＬＥＬ以内（０~１００%ＬＥＬ） 
表示分解能 １％LEL 

警報設定値 １段目:１０%ＬＥＬ 
２段目:２５%ＬＥＬ 

応答時間※2 ３０秒以内 

ガス警報方式 ブザー鳴動、赤色ランプ点滅、液晶表示、振動  （自動復帰） 

使用電源 
乾電池ユニット（ＢＰ-３８０ＡＬ） 

アルカリ乾電池 単４形 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ＬＲ０３：１本 
ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾓｰﾄﾞ OFF 時 約１７時間 連続使用

時間※3 ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾓｰﾄﾞ ON 時 約３４時間 

使用温湿度範囲 －２０～５０℃、 ３０～８５%RH（但し、結露なきこと） 
使用圧力範囲 大気圧（８００～１１００ｈＰａ） 

防爆構造 Ｅｘ ｉａⅡＣＴ３ （日本、本質安全防爆構造） 
保護等級 ＩＰ５４相当※4 

主な機能 

・自己診断（センサ異常、ゼロ調整不能） 
・自動ＡＩＲ調整（ゼロ調整） 
・電池残量表示 
・ブザー音量設定 
・警報履歴表示（最大３０件） 

・ピークホールド機能 
・ＬＣＤバックライト 
・ＬＣＤ表示テスト、警報テスト 

寸法 Ｈ４０×Ｗ８６×Ｄ２０ｍｍ（突起部およびレザーケースは除く） 

質量 約６３ｇ（電池除く） 
※1 指示精度：同一測定条件によります。サービスレンジは除きます。 

※2 ９０％応答の時間。但し、周囲温度は２５±２℃の状態とする。 

※3 ２５℃、無警報、バックライト消灯時。環境条件、使用条件、保存期間などにより異なります。 

※4 新品の状態において JIS C 0920-2003 保護等級 IP54に準じた弊社の試験を満足する防塵防水構造で

す。但し、ガス検知については保証するものではありません。 
IP54 相当とは、被試験品内を最大 2kPa の減圧状態で粉塵試験を行ったあと起動時の動作に異常がな

い構造（IP5X 相当）、およびオシレーティングチューブによるあらゆる方向からの水の飛まつによっ

ても有害な影響を及ぼさない構造（IPX4 相当）を意味します。 
上記仕様は予告なく変更する場合があります。 

 

 



 

- ２７ - 
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仕 様 

9.仕 様 
 
■ ガス検知器 
 

型式 ＸＡ－３８０ 
検知対象ガス メタンまたはイソブタンまたは水素 
検知原理 接触燃焼式 

ガス採取方式 拡散式 
検知範囲 

（サービスレンジ） 
０~１００%ＬＥＬ 

（１０１~１１０%ＬＥＬ） 

指示精度※1 ±１０%ＬＥＬ以内（０~１００%ＬＥＬ） 
表示分解能 １％LEL 

警報設定値 １段目:１０%ＬＥＬ 
２段目:２５%ＬＥＬ 

応答時間※2 ３０秒以内 

ガス警報方式 ブザー鳴動、赤色ランプ点滅、液晶表示、振動  （自動復帰） 

使用電源 
乾電池ユニット（ＢＰ-３８０ＡＬ） 

アルカリ乾電池 単４形 

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ＬＲ０３：１本 
ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾓｰﾄﾞ OFF 時 約１７時間 連続使用

時間※3 ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾓｰﾄﾞ ON 時 約３４時間 

使用温湿度範囲 －２０～５０℃、 ３０～８５%RH（但し、結露なきこと） 
使用圧力範囲 大気圧（８００～１１００ｈＰａ） 
防爆構造 Ｅｘ ｉａⅡＣＴ３ （日本、本質安全防爆構造） 
保護等級 ＩＰ５４相当※4 

主な機能 

・自己診断（センサ異常、ゼロ調整不能） 
・自動ＡＩＲ調整（ゼロ調整） 
・電池残量表示 
・ブザー音量設定 
・警報履歴表示（最大３０件） 

・ピークホールド機能 
・ＬＣＤバックライト 
・ＬＣＤ表示テスト、警報テスト 

寸法 Ｈ４０×Ｗ８６×Ｄ２０ｍｍ（突起部およびレザーケースは除く） 

質量 約６３ｇ（電池除く） 
※1 指示精度：同一測定条件によります。サービスレンジは除きます。 

※2 ９０％応答の時間。但し、周囲温度は２５±２℃の状態とする。 

※3 ２５℃、無警報、バックライト消灯時。環境条件、使用条件、保存期間などにより異なります。 

※4 新品の状態において JIS C 0920-2003 保護等級 IP54に準じた弊社の試験を満足する防塵防水構造で

す。但し、ガス検知については保証するものではありません。 
IP54 相当とは、被試験品内を最大 2kPa の減圧状態で粉塵試験を行ったあと起動時の動作に異常がな

い構造（IP5X 相当）、およびオシレーティングチューブによるあらゆる方向からの水の飛まつによっ

ても有害な影響を及ぼさない構造（IPX4 相当）を意味します。 
上記仕様は予告なく変更する場合があります。 
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廃棄について 

10.廃棄について 
 

●本器を廃棄する場合は、産業廃棄物として地域の法令などに従い、適切な処

理をしてください。 
 
 
 

検知原理 

11.検知原理 
 

●接触燃焼式 
白金コイル上に塗布された触媒の働きにより爆発下限界以下のガス濃度でも、

触媒表面で接触燃焼をおこし、この時発生する温度上昇により白金コイルの

電気抵抗が増加します。この変化をブリッジ回路に偏差電圧として取り出し

ています。爆発下限界（LEL）までの可燃性ガス検知ができます。 
 
 
用語の説明 

12.用語の説明 
 

 

AIR 調整（ゼロ調整）：清浄空気中※でゼロ点の調整をすること。（※清浄空気：雑ガス等を含まない清浄な空気） 
                 

防 爆 構 造：電気機器が点火源となってその周囲における爆発性雰囲気に点火すること

がないように電気機器に適用する構造。 
 

本質安全防爆構造：正常時および事故時に発生する電気火花または高温部によって爆発性ガス

に点火しえないことが、点火試験その他によって確認された構造。 
 

非 危 険 場 所：通常および異常な状態において、爆発性ガスと空気が混合し爆発限界内に

ある状態の雰囲気の生成の可能性がないとみなされる場所。 
 

% LEL     ：可燃性ガスの爆発下限界濃度を 100 として、可燃性ガスの濃度を百分の 1
の単位で表したもの。 

 
サービスレンジ：あくまでも目安としての指示値を表す検知範囲外のレンジ。 

 
爆発下限界（LEL）：可燃性ガスが空気と混合し、着火によって爆発を起こす濃度範囲の下限濃

度値をいう。 
 

（一部、産業用ガス検知警報器工業会、ガス検知警報器用語、検知管式ガス測定器用語より引用） 
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●この取扱説明書を紛失された場合 
万一この取扱説明書を紛失された場合は、弊社、下記最寄りの支社

または営業所までご連絡ください。有償にて送付いたします。 
 
●本取扱説明書の記載内容は、改良等のため予告なく変更する

場合があります。 

代理店・販売店

XA-380T（02）●●.●●

この取扱説明書は、再生紙を使用しています。


